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国立公園指定６０周年・世界遺産登録２０周年記念事業について 

 

１. 目的 

知床国立公園指定 60周年・知床世界自然遺産登録 20周年を契機として、世界自

然遺産に認められた顕著で普遍的な価値（OUV）を始めとする知床ならではの価値

を再認識し、その保全を図るとともに、周辺地域を含めた感動と学びを享受できる

良質な自然体験の創出と、これらを持続可能に実施するためのルールやリスク管理

について広く発信する。 

これにより、高付加価値で持続可能な体験を通じて、知床ならではの価値を幅

広い関係者とともに次世代に継承する取り組みを推進する。 

 

２. 事業概要 

 事業名称：知床国立公園 60周年・世界遺産 20周年記念事業 

 実施期間：2024年（令和６年）４月～2026（令和８年）３月までの 2ヶ年 

 実行体制：行政５機関（斜里町、羅臼町、北海道、林野庁、環境省）からなる

実行委員会を組織し、各種の事業を推進する 

 テーマ：「海と、森と、人がつなぐ。」 

 ロゴマーク：各種の事業を展開するにあたり、周年記念ロゴマークを作成 

 事業種別：次の２種別で構成する 

➢  実行委員会主催事業：実行委員会が主催する公式イベ

ント 

➢  関連事業：各機関や団体が例年実施している地域イベ

ントに周年の冠をつけて、一体的な PR を図る 

 

３. これまで実施した主な実行委員会主催事業 

 

(１) メディア向けフォーラム 

日時：2024年５月７日 

場所：新宿御苑インフォメーションセンター 

内容：周年事業の説明 

知床国立公園における取組紹介 

対談「人生を変える知床の魅力」 

 

 

知床国立公園 昭和 39 年 6 月 1 日指定 令和 6 年（2024 年） 指定 60 周年 

知床世界自然遺産 平成 17 年 7 月 17 日登録 令和 7 年（2025 年） 登録 20 周年 

＜ロゴマーク＞ 

資料３－４ 
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(２) 知床国立公園指定 60周年記念シンポジウム 

日時：2024年６月１日 

場所：ゆめホール知床・文化ホール 

テーマ：私たちは自然とどう向き合うか 

～知床らしい良質な自然体験と利用の心得～ 

内容： 基調講演（河﨑秋子氏 作家） 

取組発表（行政機関） 

パネルディスカッション 

来場者：約 300名 

 

(３) SHIRETOKO Adventure Festival 2024 

日時： 2024年９月 14日・15日 

場所： 羅臼町オートキャンプ場 

    斜里町知床自然センター 

内容：知床を舞台に、キャンプや映画祭、アクティビテ

ィ等のイベントを両町において同時開催。 

参加者：189名（延べ人数） 

 

 

４. 今後予定している主な実行委員会主催事業 

 

(１) 知床世界自然遺産登録 20周年記念イベント 

日時： 2025年 8月 31日  

    開催概要：【基調講演】【パネルディスカッション】 

    主要テーマ：地球温暖化と豊かな海の生態系の変化 

    講演者：海にゆかりのある著名人 

    パネリスト：講演者、地元漁業関係者、若者代表（高校生想定） 

地元海域関係者（ダイバーor写真家）、海洋研究者 

 

    関連事業：近隣市町村でイベント告知を兼ねた【巡回展】 

         巡回展内容は協議中 

期待する成果： 

参加者が気候変動の影響と地域の海洋生態系の重要性を理解し、 

日常生活で実践可能な行動のヒントを得ることを期待。 

また、地域全体で自然と共生する意識が高まり、 

未来の知床を守る機運が醸成される。 

 

 

５. 関連事業 

 別紙のとおり（2025/2/11情報） 
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2024 年度関連事業カレンダー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■講座 ■イベント ■登山・トレッキング ■展示 ■自然体験 ■保全活動 

別紙 １－１ 
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                          2025 年度関連事業カレンダー（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■講座 ■イベント ■登山・トレッキング ■展示 ■自然体験 ■保全活動 

別紙 １―２ 


